




は, 数多くみられ (e. g.,大坊, 2011；橋本, 2011；
堀毛一也, 2011；磯, 2011；木村ら, 2010；小川,
2011), 社会的適応を促すためのトレーニング・








スキルについて, 木村ら (2010) は, 対人社会的













会的状況判断の能力｣ があるとし, この 2つの能
力の関係性は高いとしている｡ 木村ら (2010) は,
対面交渉能力, 社会的状況判断のいずれのスキル
についても, 対人関係のルール (e. g., Argyle &
Henderson, 1985 吉森編訳, 1992) と対人コミュ





































くは, TEACCH (Treatment and Education of
Autistic and related Communication handi-
capped Children) をはじめ, 幼児から学齢期の
子どもを対象としたトレーニングプログラムであ
り (e. g., 笹野ら, 2011；武藏・白井, 2011；中

















Skill Training) が一般的ではあるが, 発達障害
者を対象とした場合に, ｢社会性｣ ｢コミュニケー










し, 視覚化, 言語化, 定型化の 3つによる構造化
を特徴としている (Nakamura et al., 2011；中




















いるが (Nakamura et al., 2011；中村, 2011),
対人コミュニケーションのスキルを直接数量的に
測定することはできていない｡ KiSS18 (菊池,














































ワーカー, 精神科医, 心理職, 福祉職) が協議を








たところ, Table 1のような結果となり, 7因子
が抽出された｡ ただし, 第 7因子については 1
項目のみであったため, 下位尺度としては採用せ




CSCSは, ｢よくできる｣ から ｢全くできない｣
の 5件法で回答を求めた｡ 採点の際には, ｢よく

















算出したところ, Table 1 に示したように, .61
から .89となり, CSCS全体, 各下位尺度, いず
れの内的整合性も高いことが示された｡
また, Spearman-Brown法による折半法によっ





Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ 共通性 平均値 SD
配慮 (＝.82) 3.56 3.85
相手の反応を確かめながら話をすることができる .81 －.05 －.06 .08 .13 .03 －.11 .66 3.95 .82
相手の質問に関連して思いついたことを適当に持ち出
さないようにできる .77 －.05 .04 －.24 .05 .02 －.03 .48 3.23 .84
話題に関係のある発言をすることができる .74 .11 －.14 －.06 .05 .10 .04 .58 3.73 .86
相手の質問に無関係なことを話さないようにできる .56 .13 －.05 .15 －.01 .01 －.20 .46 3.54 .91
話が一方的にならない様な配慮ができる .41 .19 .06 .08 －.06 .07 －.07 .40 3.59 .93
話題を変えるという合図を送ることができる .28 .18 .24 －.03 .00 －.09 .20 .41 3.33 .96
理解 (＝.84) 3.69 4.04
課題や自分がやるべきことが終わったら, 指示を仰ぐ
ことができる .04 .89 －.09 －.16 .05 －.01 .10 .67 3.61 .91
自分が伝えたい用件や意思は, 自分で伝えることができる －.01 .66 .03 .07 .04 .11 －.09 .61 3.80 .92
時間, 状況, 場所にふさわしくない話題は, 自分から
避けることができる
.07 .66 －.10 .09 －.05 －.09 .00 .43 3.77 .88
相手が何を伝えようとしているほぼ理解できる .00 .56 .18 －.01 .00 －.15 .10 .45 3.68 .88
説明されたことを相手に確認できる .10 .49 －.06 .17 .03 .08 .20 .56 3.69 .88
相手に質問された内容についてはっきりと応えること
ができる .33 .37 .03 .03 －.04 .14 －.14 .48 3.57 .90
対応 (＝.85) 3.72 4.87
突然話題が変わっても, 会話を続けることができる －.06 .04 .84 －.02 .02 .01 －.07 .64 3.68 .94
冗談や微妙な感情表現がだいたいわかる .12 .01 .69 .02 －.08 －.04 －.13 .51 3.98 .89
人の良いところに気づき, 褒めることができる －.02 －.19 .64 .22 .07 .00 .13 .51 3.89 .88
初対面の人や初めての場所で, 自己紹介ができる －.30 .42 .63 －.20 .15 .12 －.06 .66 3.33 1.19
相手に質問して会話を広げることができる .25 －.23 .48 －.07 －.04 .46 .08 .68 3.53 1.04
話しかけてもいい時かどうかわかる .23 .13 .30 .10 －.09 .14 .06 .49 3.69 .94
相手の言い分もきちんと聞くことができる .24 .22 .29 .18 －.08 －.16 .00 .50 3.97 .78
伝達 (＝.74) 4.08 3.10
ありがとうなどの感謝の言葉を言える －.14 －.01 －.08 .69 .06 .16 .18 .44 4.31 .85
遅刻や欠席, 早退の連絡が言える －.13 .15 .01 .57 －.10 .18 .09 .41 3.89 .97
話し手の話にあわせてうなずくことができる .03 －.06 .16 .45 .37 .06 －.12 .55 4.25 .79
相手の様子が何かいつもと違うということがわかる .25 －.15 .24 .42 －.06 －.11 .12 .44 3.98 .89
状況や相手に合わせた言葉づかいができる .28 .17 .18 .28 －.02 －.20 .08 .51 3.96 .90
視線 (＝.89) 3.84 1.94
相手の目を見て聞くことができる .02 .00 －.02 .05 .88 －.04 .06 .78 3.89 1.01
相手の目を見て話すことができる .13 .02 .01 －.06 .86 －.01 .02 .80 3.78 1.03
説明 (＝.61) 3.37 2.39
よく分からない時は質問することができる －.04 .04 －.07 .34 －.01 .71 －.06 .58 3.61 1.07
分かりやすく簡潔に話すことができる .41 －.01 －.04 －.16 －.01 .48 .18 .56 2.81 1.01
断りの理由をはっきり言える －.02 .27 .03 .22 －.05 .29 －.06 .32 3.68 1.10
信頼
信頼できる人に困ったことなどを相談することができる －.17 .11 －.06 .28 .05 .03 .71 .57 3.68 1.11
因子間相関 F 2 (理解) .578
F 3 (対応) .663 .642
F 4 (伝達) .499 .550 .505
F 5 (視線) .246 .359 .411 .246
F 6 (説明) .37 .44 .43 .08 .42
F 7 (信頼) .27 .25 .36 .06 .11 .23
固有値 7.51 7.79 7.95 5.18 3.65 3.87 1.92




















対面交渉能力の ｢伝達｣ ｢視線｣ ｢説明｣ と, 社会
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